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 約 3 年間新型コロナウィルスで、多くの活動が制限され、思う
ような活動ができない状況でしたが、今年 5 ⽉に感染に留意し
ながらも、様々な⽅と「ふれあう活動」を⾏うことができました。 

看護の⽇、看護週間の啓発を⽬的に、⽀部スタッフが⼀つにな
って活動を⾏えたのはとても嬉しく、これからの励みとなるイベント
となりました。 

3 年ぶりの「看護の⽇・看護週間」イベント開催︕ 
令和 5 年 5 ⽉ 20 ⽇（⼟）るしんふれ愛パークで 

「看護の⽇・看護週間」を開催しました。 
新型コロナウィルスが 5 類に移⾏してから様々な⾃粛が
緩和され、久しぶりの
留萌⽀部合同でのイ
ベント開催となりまし
た。市内・外、道外とう
約 60 名の⽅にご参
加いただけました。久し
ぶりのふれあいに、
⾊々な思いを抱きな
がらの活動となりまし

た。 
 
屋内では、AED 操作・⼼肺蘇⽣体験、ナースウェアの
展⽰、蛍光塗料とブラックライトを⽤いた⼿洗い実践、
妊婦体験などの企画をし、また、屋外では看護の⽇キャ
ラクターかんごちゃんとハローキティのコラボグッヅの配布を
⾏いました。 
体験コーナーでは、それぞれが真剣に説明を聞く様⼦
や、実際に⼼臓マッサージをして⼤変さや難しさを感じら
れる⽅もいらっしゃいました。お⽗さんの妊婦体験では笑
顔がこぼれる⼀⾯も⾒られました。 

 

 

 

 

 

おわりに 
コロナが 5 類に移⾏しても With コロナでの活動は
今後もしばらくは継続となります。⾼校⽣対象の「ふ
れあい看護体験」も、いまだ模索中ですが、今回の
活動を⽪切りに、より多くの⽅々に看護を知っていた
だく機会を考えていきたいと思います。 
ありがとうございました。 
これからもご覧いただけると幸いです。 


